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独立行政法人化の自位と更なる発展を

産業医学総合研究所（産医研）

が独立行政法人化（独法化）し

て一年が経過しました。荒記理

事長はじめ、全ての役職員の方々

が独法化の精神を十分に理解

され、努力され、産医研が新し

く生まれ変わりつつあるのは、

産医研を業務面から見守る者

として、この上なく喜ばしいこ

とと思います。

監事和田 攻 独法産医研は、研究所のシス

テムおよび研究内容の独自性

と自由性を柱に、簡素化と柔軟性と能率化を背景にした競争原

理を導入し、一方では、質の高い行政サービスの提供と透明性

のある公開が求められています。また、その成果は、所の内部・

外部研究評価委員会、厚生労働省独立行政法人評価委員会によ

る評価、および監事による監査と、異なる視点でのチェックを

受けることになります。今までの国立研究所や国立大学、ある

いは私立大学や私的な一般企業ないし私立研究所のシステムや

運営とは著しく異なり、その両者の良い所を取り人れた活気の

ある、しかし一方では極めて厳しいものといえましょう。

産医研の場合、とくに研究内容の社会的ニーズと独自性、お

よび必要性と採算性の兼ね合いが問題となります。研究の独自
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性は、長い目でみた有益性や研究者の活動性への刺激と意欲を

もたらしますが、一方では近い将来の社会的ないし行政的ニー

ズや必要性、および採算性を損なうでしょう。研究者の活性を

損なうことなく、必要性を満たし、世界的な研究所であると同

時に十分な社会への還元を行う環境とシステムをどのように構

築していくかが、今後の課題と思われます。

幸いにして産医研は、向後 5年間の中期目標と中期計画に沿

って、平成13年度は、 (1)国民に対するサービスや業務の質の

向上に関して、労働衛生重点研究推進協議会や同シンポジウム

の開催、国際学術雑誌IndustrialHealthの発行、ニーズに沿っ

たプロジェクト研究や基盤的研究の実施と H標達成、労働衛生

に関する国内外の情報の提供を行ってきました。更には外部研

究評価の実施と公表、成果の積極的な普及・活用としての学会・

専門誌・講演会での発表の呈の達成が着実に実行されています。

また研究所の一般公開も行い、一方では国内外の機関との協力

にも力を入れ、米国・スウェーデン・韓国の国立研究所と国際研

究協力協定を締結しています。また、 (2)予算等の計画や外部

資金獲得も積極的に行い、 (3)人事に関しても、公募による優

秀な人材を導入し、 (4)施設に関しても、構内通信施設の整備、

安全性確保のためのゲート管理の導入など計画的に充実を図っ

ています。 中期目標の平成13年度計画は、ほぼ100%達成して

います。順調なスタートを切ったと申せましょう。

近い将来、更なる努力により、独立性と必要性を調和させ、世

界に冠たる労働衛生研究所としてその名声を轟かすことをご期

待申し上げます。
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ー企画・運営を担当して一

企画調整部城内博

独立行政法人化の際に定められた中期計画に沿って、平成13

年12月4日（火）に研究所の一般公開が行われました。これは前

身の労働衛生研究所 (1956年設立）時代から通しても、初めて

の機会でした。

見学者の方を、講演と所内見学を併せた 2時間コースで2回

お迎えしました。講演は、「フロン代替物質や内分泌かく乱化学

物質に関する最近の話題」、「働く人々のストレスと健康づくり」、

9粉じんの形態と有害性一繊維状物質 」、［低尉波音に関する
話題」、「情報化社会の課題ー快適パソコン使用法ー」、「温熱一

高齢者の暑さ・寒さ対策 」の計6題を、専門の各研究者が行い

ました。一般の方々にも興味を持っていただけるテーマです。

所内見学では、当研究所の特長ともいえる、①局所排気装置な

どを研究するための工学実験施設、②騒音や振動による生体影

欝を研究するための音響振動実験施設、③生体組織や鉱物など

のミクロの世界を映像化する電子顕微鏡室、④人工的に温湿度

を変えて人体への影響を観察する人工環境室、などをご覧いた

だきました。

公開のおしらせが遅れたにもかかわらず、来所者は40名を数

えました。多くのご意見やご質問をいただき、研究への新たな

視点のヒントを見出せたり、こちらの説明不足を痛感させられ

たり、一方ではお褒めの言業をあずかったりと、青くなったり

赤くなったりの一日でした。

今年度からは、 4月中旬に設定されている科学技術週間に一般

公開を行う予定です。前年度の経験を生かし、更に分かりやすい

講演や体験していただくプログラムなどの企画を考えています。

ー講演をして一

企画調整部澤田晋一

限られた時間の中で一般の人々にわかりやすく自分の研究を

話すことは、学会で専門家を前に話すのとは異質の困難があり

ます。専門家には説明不要な用語や学術概念を理解してもらわ

ねばなりませんし、専門外の人の質間ほど恐いものはないとい

われるようにどんな質間が飛び出すかわからないからです。専

門家の前ですら言葉足らずを自認する私としては、ー青般の方々

に対する今回の講演は準備不足も手伝って甚だ自信のないもの

でした。しかし、「高齢者の暑さ・寒さ対策」について、日常的で

あるにも拘わらず、いや日常的であるが故にうっかり見過ごし

てしまうところに様々な健康問題発生の可能性があること、年

配の方々には種々の配慮が必要であること等を、自分のオリジ

ナルデータを用いて提示できたことは大変貴重な経験でした。

幸い私の実験室（人工環境室）は当日の見学コースにも当たっ

ていたので、「百聞は一見にしかず」、必ずしも言葉巧みではな

い私の講演の説明不足は、その後の見学で少しは補ってもらえ

たのではないかと思っています。

多くの見学者を前に、緊張の講演

ー講演をして一

作業環境計測研究部神山宣彦

一般公開では、「粉じんの形態と有害性」の話をしました。産

業の現場にはいろいろな粉じんが発生すること、粉じんの種類

によっては労働者が吸い込んで呼吸器の病気、例えばじん肺や

肺がんなどを引き起こすことがあること、そのため職場の粉じ

ん濃度を測定し、基準より高い場合には発生を抑える対策をし

たり排気し濃度を下げたり、さらには防護マスクを着用して働

くなど、労働者の健康保持に様々な対策が進められていること

を紹介し、そして、次々に産業界に導入されてくる新たな粉じ

んの有害性についても予め動物実験などで調べていることも話

しました。

見学者は数日前には地元自治会の方々が多いと分かり、それ

なりに十分準備したつもりでしたが、専門家でない方々に限ら

れた時間で分かりやすく面白く話すのは難しく、話し方の未熟

さを痛感。その後、電子顕微鏡で粉じんの形を観てもらった時

の驚きと感動（？）の表情にややホッとしました。次回は、小・

中学生らが来ることのできる上日に公開し、若い見学者に労働

衛生の璽要さと面白さを伝えたいと期待しております。

「そもそも電子顕微鏡で何が見えるかといえば・・・」

ー参加者の声から一

企画調整部斉藤進

産医研の一般公開にご参加くださった地元の多摩区長尾地区

や川崎市近在の方々などから、「建物の外観や通勤する職員の

様子から種々の想像をしていたが、見学して初めてどんな研究

所なのか理解できた」と言う率直なコメントを頂きました。一

般の方々へ広く情報を発信する努力の至らなさを改めて知らさ

れた次第です。以下に、文書で頂いた参加者のコメントを紹介

いたします。

「めったにない機会ですので、期待しておりました。配布資料や

研究室内の展示資料など念入りに準備なさったようすがうかが

われました。このような”おもしろい”研究をなさっていること

を、もっと一般に宜伝なさいませ。子どもたちの科学離れが話

題になっています。小学校の理科の特別授業（父兄も聴講可）と

か敬老の日の老人会でとか、介護福祉センターでとか、区民祭

でひとつ講演なさるとか・・・」。研究所の透明性確保や納税者

への説明責任の観点からも、独法産医研を一般公開することの

重要性と社会的意義を深く認識し、今後の業務活動へ反映させ

たいと考えています。
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21世紀初頭の労働衛生に関わる問題解決のため、旧労働省の

主催により「21枇紀の労働衛生研究戦略協議会」が開催され、

平成 10年から 12年の3年間にわたり労働の現場からの課題掘

り起こしとその解決のための研究戦略に関する検討・協議が行

われました。その成果として、平成 12年末に 3つの重点研究領

域に分類された 18の優先研究課題が提示されました。この研

究戦略を効率的に推進することを H的に、独立行政法人産業医

学総合研究所が、平成 13年に「労働衛生重点研究推進協議会」（会

長 櫻井治彦中央労働災害防止協会労働衛生調杏分析センター

所長；副会長荒記俊一産業医学総合研究所理事長）を組織し、

かつ事務局を務めることになりました。協議会活動の一つとし

て、「21世紀の労働衛生研究戦略の実施と展望」と題したシンポ

ジウムを企画し、平成 13年 11月14B、東京都港区芝の「女性

と仕事の未来館」においてこれを開催しました。

本シンポジウムでは、テーマとして「21世紀の労働衛生研究

戦略の効率的実践のためにはいかなる方策が必要か」に焦点を

絞りました。シンポジウムの内容としては、①櫻井会長による「21

世紀の労働衛生研究戦略Jの解説、②6名の専門家による、個別

の優先研究課題に関わる研究の現状と展望についての講演、③

研究戦略の推進に関するパネルデイスカッションの 3部で構成

しました（プログラム参照）。研究者のみならず労働衛生活動に

関わる多くの方々からご意見を得られるよう、様々なメデイア

を通じて広く呼びかけ、各界より約 170名の参加を得ました。

個別の研究課題に関する講演においては、各々の講演者によ

り的確な現状分析と研究戦略の実践に関する展望が述べられ、

新たな視点、深い洞察を随所に見ることができました。

またパネルデイスカッションでは、政・労・使及び研究の異な

る立場を代表する 4人のパネリストおよびフロアから、戦略の

実践に向けての多くの具体的な提言が寄せられ、本シンポジウ

ムの目的を十分満足させうるものとなりました。これらのご意

見は、今後の協議会活動の貴重な資料とさせていただきます。

プログラム

挨拶 館正知（名誉会長／岐阜大学名誉教授）

挨拶 上田博三（厚生労働省労働衛生課長）

「21世紀の労働衛生研究戦略」の解説

櫻井治彦（会長／中央労働災害防止協会労働衛生
調壺分析センター所長）

優先研究課題に関わる研究の現状と展望

一座長 輿重治（中央労働災害防止協会）一

（演題1)産業ストレスー研究の到達点とこれからの展開

川上憲人（岡山大学）

（演題2)産業現場における人間工学応用の可能性

酒井一博（労働科学研究所）

一座長 松島泰次郎（中央労働災害防止協会日本バイオ

ァッセイ研究センター）一

（演題3)情報技術 (IT)と労働衛生

浜口伝博（日本アイ・ビー・エム）

（演題4)化学物質曝露による健康影響の評価

ーより新しい鋭敏な指標を求めて

岸玲子（北海道大学）

一座長 小木和孝（労働科学研究所）一

（演題5)産業保健マネジメントシステム構築の課題

森晃爾（エクソンモービルビジネスサービス）

（演題6)中小企業・自営業における労働衛生管理の研究

一意味と課題

平田衛（産業医学総合研究所）

研究戦略の推進に関するパネルディスカッション

一座長 荘司栄徳（千薬産業保健推進センター）一

（パネリスト）

上田博三（厚生労働省労働衛生課長）

加藤隆康（トヨタ自動車安全衛生推進部健康推進室長）

小木和孝（労働科学研究所主管研究員）

松浦清春（日本労働組合総連合会参与）

挨拶 荒記俊一（副会長／産業医学総合研究所理事長）
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近年フロン等のオゾン層破壊物質の使

用が規制され、これに替わる物質の利用

及び開発競争が本格化しています。従って、

これらのフロン代替品の有害性に関する

情報が蓄積され、その情報が生産や使用

の現場に充分周知されていることが望まれますが、現実にはこ

れらの情報は少ないかあるいはあまり知られていません。数年

前、韓国でフロン代替品として使用していた2ゴロモプロパン(2BP)

によって多くの作業者が無精子症、あるいは月経停止および貧

血などの中毒症状を呈しました。また、冷媒として使用されて

いたHCFC123による肝障害もベルギーや日本で発生しています。

このような状況からフロン代替品による健康障害を予防するこ

とが重要と考え、「フロン代替品に係わる労働衛生対策確立の

ための研究」というプロジェクト研究を遂行しています。

このプロジェクトでは、 2BPをはじめとしてその異性体の1-

ブロモプロパン(lBP)やジクロロプロパンなどの生体影響を検

討しています。 2BPが生殖毒性を有していたことや近年のいわ

ゆる環境ホルモンヘの社会的注H度の高さから、化学物質の生

殖系への影響が重要と考え、 2BPおよびプロパン誘導体の生殖

系への影響を動物実験で調べることから着手しました。図 1で

は、肝臓などへ影響の無い投与量で雌マウスの排卵が2BPの投

労働環境における全身振動ばく露とは、

乗用車、長距離トラック、建設機械、産業

機械、農業機械、鉄道等の座席から伝達

する振動に運転手が曝されることをいい

ます。そして、災害性の原因によらない

腰痛は、腰部に著しく粗大な振動を受ける作業を継続して行う

業務により発症すると考えられています。我が国におきまして

は、平成6年9月6日に基発第547号の職場における腰痛予防対

策指針において、長時間の車両運転等の作業に対して、腰痛予

防の為の考え方を示してきていますが、具体的な労働環境にお

ける全身振動ばく露の数値ガイドラインは定められていません

でした。

国際的な動きのなかで、ドイツでは、 1994年に全身振動に伴

う脊柱障害許容基準のガイドライン (1日8時間等価振動

0.6ms'rms: 周波数補正振動加速度実効値）が法律で制定されて

きています。英国では、 IS02631-l(1997) (全身振動ばく露測定

規格）に基づいた全国的な振動ばく露実態と全身振動障害の関

係を明らかにする調杏研究が1997年から実施されてきています。

IS02631-lの国際規格では、 1日8時間等価振動を0.5ms2rms、ヨ

ーロッパのEUDirective (欧州機械指令）では対策を考えなけ

ればならない甚準 (ActionLevel)として1日8時間等価振動を

0.6ms'rms、VDV(四乗ばく露最）値ではllms・17sの数値目標を

定め、労働現場の労働者を職業性振動障害から守ることを積極

与によって抑制されたことを示しており、この結果は2BPが雌

動物の生殖機能を障害することを証明しています。更にIBPな

どによる生殖障害や神経系・脳への影響をラットを使って検討

しており、これらの詳細な結果は下記の論文に掲載しています。

生殖系・神経系以外の臓器やプロパン誘導体以外のジクロロメ

タン等の物質の生体影響についても動物実験による検討を続け

ています。また、フロン代替品の使用現場の調査も重要と考え

いくつかの調査も計画しています。この研究の成果が、労働衛

生のさまざまな分野で役立つことを念願しています。

1. Ind Health 36, p.297. 2. Toxicol Ind Health, 16, p.277. 3. 

Toxicol Lett, 126, p.41. ご連絡はhonma@niih.go.jpまで。

140 60 
言<>'120 
~100 50柑

暉 80 40~ 

躙 60 30菩

晦 40 20 +J 

墜 20 10窪

゜ ゜肝臓 子宮 卵子数

相対臓器重量および排卵卵子数

図l.マウスの臓器重量およびホルモン投与による強制
排卵時卵子数に及ぼす28Pの影響*;Control比 P<0.05

● Control llll 500mg/kg 四 1,000mg/kg 口2,000mg/kg

的に進めてきています。

我が国では、 1979年に制定された1S02631を基に、日本産業

衛生学会において全身振動の許容基準が1983年に制定されま

したが、 1997年に全身振動ばく露の測定評価規格1S02631-1が

改定発行されたことにより、日本産業衛生学会の全身振動の許

容基準も見直しの時期になってきております。しかし、改定さ

れた1S02631-1の方法による我が国のばく露実態と腰痛等の関

係は明らかではありません。労働現場での全身振動ばく露実態

と腰痛の実態を調べ、許容基準を考える研究は国内では行われ

ていませんし、また、全身振動ばく露を軽減する為の対鍛の研

究も殆ど行われていません。従いまして「負傷によらない業務

上の腰痛」の中の長時間運転作業による腰痛間題を明らかにし、

労働環境での腰痛予防のための全身振動ばく露ガイドライン、

人の生理・心理影響に基づいた対策指針および防止対策を策定

することは労働衛生上必要な緊急の課題であると思われます。

そこで、人間工学特性研究部では、労働環境での腰痛予防の

ための我が国の全身振動ばく露ガイドラインを策定するととも

に、日本国民を全身振動ばく露による腰痛から守るために、国

際規格の全身振動ばく露影響評価に我が国の基準を提案するこ

とをH的とした研究に平成14年4月から着手することになりま
したc平成14年度には、作業者が全身振動ばく露を受けると思

われる乗用車、長距離トラック、建設機械、産業機械、農業機械、

鉄道等の座席の振動ばく露実態を国際規格1S02631-1に準拠し

た装置で測定・評価し腰痛等との関係を明らかにし各国の基準

と比較検討する予定です。この研究の推進に対し皆様方のご協

力がいただければ幸いです。
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慢性疲労や過重労働、強い精神的なストレスにより体の免疫

機能が影響を受け感染症などに罹りやすくなるということが一

般的に知られています。そこで免疫系の細胞を調べることによ

り、労働要因に起因するところの現在受けている健康影響、特

に蓄積されつつある疲労やストレスの度合が測れないだろうか？

という観点から長時間労働・交替制勤務の現場で調査を行って

まいりました。

免疫機能の検査として、比較的簡便に調べることのできるリ

ンパ球表面抗原の解析を行います。検診時に調べる候補として

まず挙げられるのはT細胞の表面抗原であるCD4、CDSですが、

これらは文献的にも経験的にも疲労やストレスとはほとんど関

連しません。次に挙げられるのはNK細胞で、文献的にも急性

ストレスが与えられると抹消血液中の数が増加しその活性も上

昇、また慢性ストレスを受けたときに数は減少しその活性も低

下するということが知られております。 NK細胞というのは、

ウイルス感染の初期防御や腫瘍免疫に重要な役割を担っている

細胞です。 NK細胞に表現される CD抗原は、 CD16、CD56、

CD57等ありますが、なかでも CD56はその90%以上がNK細胞

であるということから単独でもNK細胞のマーカーとして有用

と考えられます。

これまでの長時間労働現場での調介において、 CD56細胞の

デイーゼルエンジンは燃費が良く大きな出力が得られること

から、 19世紀末に開発されて以来、大型トラックや建設機器等

に広く用いられて来ました。デイーゼルエンジンからの排出物

について見ますと、一酸化炭素や炭化水素の排出量はガソリン

エンジンに比べると低いのですが、窒素酸化物と粒子状物質の

排出量が高いことから、デイーゼルエンジンの一般環境への影

曹が大きいことが危惧されています。例えば、東京都がデイー

ゼルトラックに対する規制を強化したことは大きなニュースに

なりました。

デイーゼルエンジンからの排出物のうち、黒い煙が目に見え

ることもあってよく問題になるのは粒子状物質ですが、右の図

のような形状になっています。炭化水素等を含んだ排気ガスに

浮いた形で、炭素の核でできたとても小さな粒子が繋がって出

て来ます。その小さな粒子の一塊りがおおよそ0.1-0.5μmと

大変小さなものです。その表面には炭化水素や、軽湘に含まれ

る硫黄や金属が燃焼してできた硫酸塩や金属酸化物がくっつい

て（吸着して）います。成分はおおよそ40%が元素状炭索、 30%

が主に炭化水素からなる有機化合物、その他が30%となります。

その有機化合物の中には発ガン性があると言われている多環芳

香族炭化水素が含まれており、 1gの粒子について百万分の 1

g程度あります。小さな粒子に数千種類と言われる有機化合物

が吸着しているので、デイーゼル排出粒子について調べる時に

割合は週労働時間・睡眠時間・喫煙習慣・自覚症状と有意な関連

があるという結果が得られております。週労働時間では、長時

間群は短時間群に比べ低値であり、また睡眠時間でも、 6時間

未満の睡眠時間の群はそれ以外の群より低値でした。喫煙群は

非喫煙群より低値であり、喫煙本数が増えるほど低値になる傾

向が認められます。自覚症状の中で関連があった項目は、いら

いらする、よく眠れない、カゼをひきやすい等で、訴え率の頻度

の多さと CD56細胞の割合の低さが有意に関連していました。

また、交替制勤務の現場調在ではストレスを普段感じるかどう

かという質問においても同様な傾向が認められました（図）。

以上のことから、 NK細胞の表面抗原である CD56は長時間

労働や睡眠不足・喫煙などの生活習慣と深い関連があり、また

風邪をひきやすい・イライラする等の免疫機能の低下を示唆す

る自覚症状ともよく相関します。したがって、 CD56の値を検査

することで、労働現場での健康影卿を客観的に評価、チェック

することが可能であり、また簡便な方法であると思われます。

2
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p<0.05 

感じない ときどき しばしば＋いつも

ストレス感

は、重さを測定するのも、成分を分析するのも大変困難で、何

日という時間を要します。

デイーゼルエンジンの排出粒子について、少しでも速く情報

を入手するために、私達のグループではデイーゼル排出粒子表

面の有機化合物の迅速な測定法を開発しています。粒子を加熱

処理して発生したガスをガスクロマトグラフ／質量分析計で分

析しています。また、米国の労働衛生現場で使用されている、粒

子の約 4割をしめる元素状炭素の値を指標とする方法がどの程

度有効であるかについても検討を進めたいと考えています。

． 
0 硼

＠ 金属酸化物
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情報技術 (IT、InformationTechnolo-

gy)は、 21世紀初頭を飾る時代のキーワ

ードです。一般に、新しい技術の開発は

両刃の剣ともなり、 ITも例外ではありま

せん。社会におけるIT化の進展は、人々

の生活を便利でl央適なものとする反面、職場において日常的に

ストレスを増加させ、時には働く人々の心身の健康を阻害する

要因となることがあります。

産医研で行われている研究分野の一つにエルゴノミクスがあ

ります。エルゴノミクスは人間工学とも呼ばれ、人と機械との

好ましい関係を求める実践的科学です。私どもでは、 IT化の影

の部分に注目し、快適で豊かなIT化社会を実現するための要因

を現場調査と実験的研究を通して明らかにしたいと考えていま

す。エルゴノミクスの観点からは、最近の情報化職場にみられ

る特徴として次の2点を挙げることができます。

(1)デイスプレイの大型化

(2)ノート PC利用の増加

デイスプレイの大型化には、アイコンなど絵文字によるグラフ

ィックユーザインターフェース利用が拍車をかけ、 19インチモ

ニタが事実上の標準サイズになると予測されています。ディス

プレイの大型化は、机上スペースを減少させるだけではなく、

作業姿勢にも影聾し、筋骨格系の負担を増加させます。さらに、

私どもの実験からは、画面注視時の視線が上向きとなることに

より、

(1)眼球露出表面積の増加

(2)斜位鼠の増加

(3)調節安静位の遠方化

等を引き起こすことが示されています。眼球露出表面積の増加

はドライアイの誘因となり、また斜位など両眼視の生理面から

は不自然な負担となる等、視線が上向くと人間工学的にも不利

な点が多いことが分かります。

高齢者や子どもたちも、 IT化の影響を受けています。高齢者

がVDT作業を行う場合の労働衛生上の課題について、都内の

新聞社を対象に大規模な調査をしたことがあります。疲労の訴

えなど自覚症状項目を年代別に分析したところ、中高年齢者で

訴えが増す項目は、視力が低下することと焦点が合わせ難いこ

とでした。これに対し、目の疲れや乾き、頭部や頚肩部の痛みや

コリは若年者ほど強いことが分かりました。今後とも高年齢

VDT作業者は増加することが確実であり、中高年齢者にも見

やすいVDT機器が実現されるよう機器を開発する方々に期待

したいところです。

IT化は、職場に限らず家庭や学校でも急速に進められていま

す。現在すべての公立学校でインターネット接続が可能となる

よう、環境整備が行われています。エルゴノミクスの原則は、人

間を中心に据えて機器設計を行うなど機械の側が人に合わせる

ことが考え方の基本です。ところが現実には、子どもたちが大

人用に設計された机、椅子、キーボード、デイスプレイに合わせ

て情報教育が行われている現状があります。近未来の社会の担

い手ともなる子どもたちを巡るIT環境を、健康確保の観点から

真剣に考えることが必要でしょう。コンピュータ利用に関し、

エルゴノミクスの考え方が社会的に広く導入されることを期待

し、 IT化のエルゴノミクスに関する研究を続けています。

平成14年1月21・22日の両日、産医研

から5名が産業医科大学産業生態科学研

究所を訪問し、第6回産医研ー産生研研究

交流会が開催されました。この会は産医

大との研究交流を目的としてほぼ年一回開催しています。発表

会は前々回の研究交流会と同様に産生研が月一回開催している

研究所研究会のオリオンゼミとの同時開催となりました。発表

は産医研から5題、産生研から3題で、演者と演題は次の通りで

した。

小川康恭（産医研） 「清掃工場労働者ダイオキシン曝露影響調

査のその後」

鷹屋光俊（産医研） 「産業医学総合研究所に新設されたダイオ

キシン類分析施設の概要および、血中ダ

イオキシン類分析法について」

裔橋幸雄（産医研） 「産業医学総合研究所超低周波音実験室の

概要とそこで行われている研究J

佐々木毅（産医研） 「製造業事業所における長時間労働の健康

影響について」

戸谷忠雄（産医研） 「繊維長から見たクリソタイルの急性肺傷

害」

筒井隆夫（産生研） 「防音保護具の評価」

磯田美志（産生研） 「戦場の腰痛予防体操介人研究の成果」

吉積宏治（産生研） 「傷病休業統計システムと今後の課題

-KASEN Systemの構築と運用＿」

1日目の15時からの発表会に向けて我々は当日産医大に向か

いました。羽田空港からのフライトは順調のようでしたが、強

風のため飛行機がなかなか着陸することができず、福岡空港に

到着するのが1時間半以上も遅れてしまいました。幸いかなり

時間に余裕を持って出発したため、 13時頃には産生研に到着す

ることができホッと一安心しました。発表会のプログラムでは

1人あたり 25分の持ち時間（発表20分，質疑応答5分）で途中

に休憩時間が設けられていました。発表会では休憩時間を削ら

ざるを得ないほど内容豊富な発表、活発な討論が行われました。

2日目は産医大の各施設を見学させていただきました。時折

小雪が舞う中、産生研の土橋庶務課長そして伊規須英輝所長自

らが先導して下さり、実務研修センター、図書館、共同利用研究

施設、産業保健学部校舎、産業生態科学研究所、さらに予定には

なかった共同利用研究施設内の無響室まで案内していただきま

した。分析機器や研究内容について説明して下さった先生方や、

実務研修センター所長でもあられる産医大の大久保利晃副学長

に大変感謝しております。また研究施設・研究内容の紹介だけ

ではなく、大久保副学長から産業医のための研修プログラムに

ついて、伊規須所長から年間を通しての内部・外部の産業医学

研究者のための研修プログラムについての紹介がありました。

研究だけではなく教育にも力を入れている産医大ということを

強く印象付けられ、独法化となって国内外の若手研究者等の育

成にも力を人れようとしている産医研にとって非常に参考にな

りました。次回の交流会は平成14年度に産医研で行われる予定

です。
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韓国との研究協力協定

作業条件適応研究部 小川康恭

韓国産業安全保健研究院 (OSHRI)と

の研究協力協定調印及び両研究所間の共

同研究推進を目的として、産医研から荒

記俊一理事長、作業条件適応研究部の小

川と毛利一平の3名が平成13年11月27

日から 3B間韓国を訪問しました（小川・毛利は30Fl帰国）。

OSHRIとの研究協力に関する話し合いは平成12年より進めら

れており、平成13年3月には健康障害予防研究部の本間健資部

長と小川がOSHRIを訪問し研究協力協定調印に関する打合わ

せ及び清掃工場労働者の健康影轡調査に関する共同研究の打合

わせを行いました。また、 4月にはOSHRIの金責任研究官が当

研究所を訪れ、川崎市の清掃工場を視察しています。

ソウルに到着した27日の夜には鄭浩根院長主催の夕食会が

漢江を見下ろす大韓生命63ビル最上階で開催されました。 28

日の朝、仁川の韓国産業安全公団 (KOSHA)で柑秀吉技術理事

を表敬訪問した後、両研究所間協定書の調印式が厳かに執り行

われました。荒記理事長が鄭院長とともに協定書に署名し協定

書を交換、写真撮影の後、両者により今後両研究所の研究協力

が発展することを望むとの挨拶があり、成功裏に調印式が終了

しました。引き続き研究院を見学し、職業病センター長Dr.

Kang主催昼食会の後、午後研究院講堂にて荒記理事長の記念

講演"NationalOccupational Health Research Agenda and 

Strategy of Japan"が行われました。 100名ほどが熱心に聴講し

ました。特に、 21冊紀へ向けて日本における労働衛生研究の研

究費はどのように用意されているのかとの質間がありました。

28日の夕刻は、ソウルの大韓産業保健協会 (KIHA)に招待さ

れ、理事長の招待講演と曹圭常名誉会長の記念講演"Historyof 

Workers'Health in Korea"が行われ、続いて鄭院長も出席した

歓迎夕食会が開催されました。

29日には日緯共同研究「清掃工場作業員のダイオキシンばく

露影響調査」の一環として金責任研究官の案内でソウル市内の

一般廃棄物焼却施設及びソウル市郊外の産廃処理施設の視察が

行われました。ソウル市には一般廃棄物焼却施設は3ヶ所あり、

見学した施設は200tl日の処理能力を持つストーカー炉 2基、

バグフィルター式集じん機を備えた最新式設備の工場でした。

産廃処理施設は電気集じん機を伴う 96t/日の処理能力を持つ

ストーカー炉 2基と、主として廃油、ウエス類を焼却する電気

集じん機を伴う 84t/日の処理能力を持つロータリーキルン 1

基で、何れも設備としては古いものでした。 30日には今後の研

究の進め方について話し合いが持たれました。

今後は益々両研究所間の情報交換及び人的交流を深め、共同

研究を進展させることが期待されます。

=-~ 芯"'ふご公"'鵬---

ごご二

研究協力協定書

スウェーデン国立労働生活研究所との

研究交流ミーティング

作業条件適応研究部
作業条件適応研究部

企画調整部

毛利一平
佐々木毅
澤田晋一

昨年スウェーデン国立労働生活研究所(NIWL)との研究協力

協定に関する会議がストックホルムで開かれ、今年の1月7日付

で協定文書の締結が行われました。それを受けて第1回研究交

流会が2月19・20日の両日にストックホルムで開かれました。産

医研から私たち3名が派遣され、以下のような研究交流活動を

行ってきました。

第1日目の午前はNIWL本部で、 IngerOhlsson所長、 Ewa

Wigaeus Tornquist教授、 Staffan Marklund教授、 Ingvar

Holmer教授そしてKajElgstrand国際トレーニングプログラム

部長同席のもと、お互いの研究所の役割、組織、研究活動等の概

況説明を行いました。午後は近隣のNIWLの研究所に移動して、

(1)エルゴノミクス (2)労働と加齢 (3)暑熱・寒冷ストレスの3

つのテーマについて、 (1)はTornquist教授と毛利が、 (2)は

Marklund教授と佐々木が、(3)はHolmer教授と澤田が、それぞ

れ個別に議論を進めました。なおHolmer教授と澤田は既に2年

前から共同研究を行っています。

第2日目の午前は、前Hに引き続き各テーマ別の研究交流を

行った後、産医研の3人による研究発表会が行われました。毛利

ば情報化が進む日本の職場のメンタルストレスや人間工学的問

題の最新の調査結果を、佐々木は長時間労働の生理的・心理的負

担の加齢変化の分析結果を、澤田は日本の最近の暑熱・寒冷作業

の実態と健康問題およびNIWLとの共同研究の必要性を報告し

ましに発表会には主にNIWLのエルゴノミクス研究部門から

15名ほどの参加がありました。参加者の中にはコールセンター

や食品産業の調査研究を行っていたり、高齢者の回復機能に関

心を持つ研究者もおり、我々の報告に強い興味を示し活発な討

論が行われました。中でもスウェーデンと日本の職場環境の違

いなどについてはお互いに有益な意見交換ができたと思います。

午後は約7万冊の蔵書がある図書館の見学を行った後、この交

流会の今後の進め方についてのまとめを行い閉会しました。今

回の交流会を契機として、上記3テーマを中心としてNIWLと

実質的な共同研究が進展することが期待されます。来年度は

NIWLのスタッフが産医研を訪れる予定になっています。

NIWLのOhlsson所長（右から4人目）らを囲んで

研究協力協定書
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マレーシア便り

(I)国立労働安全衛生研究所プロジェクト

マレーシア国立労働安全衛生研究所

（産医研から長期専門家として派遣）

久永直見

3月2日（土）。今 Bは、休日だが、国立

労働安全衛生研究所（以下NIOSHと略）で、

産業医養成コースの講義。このコースは、

全9日間で、受講料は約10万円。今回の受講者は、開業医 9人。
マレー系5人、華人系2人、インド系2人と多彩な顔ぶれです。

講義は、 8時半から2時間、テーマは有機溶剤と粉じん。廊下を

子供等が走 り回るので、何かと思ったら、安全教育を受けに来

た小学生。講義の後、たまには気分転換と、南に40kmのトアン

岬に行ってみました。新聞に、この時期、鷹の渡りが見られると

あったからです。鷹は、マラ ッカ海峡が約50kmと最も狭まる

ここを選んで、スマ トラから飛来し、岬の森で休むのだそうです。

炎熱の午後1時、海岸で空を仰ぐと、熱帯雨林の彼方から鷹が群

れで現れ、上昇気流を捉え、螺旋を描いて舞い上がった後、一気

に滑空 して飛び去ります。旅先は、日本からシベリアに及ぶと

のこと。私の郷里に近い伊良湖岬も有名な鷹の渡りの観測点で、

群れの一部は、伊良湖の空も飛ぶのかと感慨を覚えました。

さて、私は、 NIOSH機能向上プロ ジェク トの開始 (2000年11

月）以来、こちらにいます。本プロジェクトはODAの一環で、

協力対象機関のNIOSHは、クアラルンプール南方の密林や油

椰子農園が工場や住宅地に変貌しつつある地域にあります。

NIOSHは1992年に創立され、 94年に現在地に移りま した。職

員は約90人。労働衛生課、人間工学課、産業保健課、 化学安全課、

一般安全課、教育研修課等から成ります。

プロジェク トの技術協力項目は、有害物取り扱い職場の衛生

管理、人間工学、メンタルヘルス、 産業疲労対策、安全衛生教育

等で、協力期間は5年です。日本から長期専門家を常時4名、短

期専門家を5年間に25名程度、マレーシアからは研修員を 5年

間に15名程度、派遣する予定です。既に産医研からは、有害性

評価研究部の平田 衛 （神経機能評価）、作業環境計測研究部の

篠原也寸志（粉じん成分分析）の他、OBの岩崎 毅氏 （局所排気）
が短期専門家として赴任しています。NIOSHは、マレーシアの

労働衛生分野の人材養成、技術普及の要であり、 本プロジェク

トは極めて重要な役割を担っています。

• 
末梢神経機能測定実習：自らを被験者として、熱意で伝える

平田（前列左）のノウハウ

層亘lー産医研今むかし一
中央労働災害防止協会参与

元産業医学総合研究所所長 OO 璽u台

昨年11月に労働衛生研究所、産業医学

総合研究所に勤務した技術系職員のOB

会が初めて開かれました。この会合に集

まったほとんどのOBは労働衛生研究所

にも籍を慨いた経歴をも った人達であっ

たので、労働衛生研究所に関係 した思い出話が交わされ、会が

終わった後には一同で、労働衛生研究所のあった関東労災病院

の敷地の一角に建てられている 「労働衛生研究所跡」と初代所

長であられた山口先生の筆になる碑の見学などによ り、往時を

思い出す一時を過ごしました。

第二次大戦後の急速な産業復興に伴い、じん肺をは じめとし

て有機溶剤、鉛等々と云った産業中毒が大き な社会的問題とな

った中で、労働衛生行政を科学技術の面から支えるために、昭

和32年、職員数20名の労働衛生研究所が開設されました。当時、

労働衛生は医学の中の一分野として進められていましたが、労

働衛生に対する社会的要求の焦点がじん肺、 産業中甜の予防と

云う点にあったため、この要望に応えることができるように、

労働衛生研究所は理工系の分野をも包括した、当時としては全

く新しい性格の研究機関として活動を開始しました。

山口、坂部両先生の御指導の下で、研究者の自由な発想を大

切にし、専門の異なる分野間の研究者同士が協調しながら研究

を進める ことを基本とした明るい楽しい雰囲気の下に行われて

いました。こうした環境からの研究成果は、その後制定された

労働安全衛生法の下で行われつつある行政的施策に現在でも大

きく生かされています。

人事異動のお知らせ

［退職］ 城内博 （以上、 3月31日付）

［所内異動］

斉藤 進 企画調整部長（併）図書情報室長（企画調整部長）

中西 良文 健康障害予防研究部主任研究官（図書情報室長）

宮川 宗之 企画調整部研究企画官（健康障害予防研究部主任研究官）

倉林るみい 図書情報室主任研究官（作栗条件適応研究栂主任研究官）

加藤 桂一 健康障害予防研究部主任研究官 （健康障害予防研究部研究員）

久保田久代 有害性評価研究部主任研究官 （有害性評価研究部研究員）

高橋 正也 作業条件適応研究部主任研究官（作業条件適応研究部研究員）

佐々木 毅 作業条件適応研究部研究員 （作業環境計測研究音闘研究員）

（以上、 4月1日付）

編集後 記 ／ 平成 13年度は独法産医研の初年度で、初体験

の連続でした。一般公開も、労働衛生重点研究推進協議会シン

ポジウムも多数の方にご参加いただき、これほど励みになった

ことはありません。今後とも開かれた産医研をつくつていかね

ばと痛感させられました。産医研ニュースもその役割のいく ら

かを果たせればと思います。ご意見・ご感想など編集部までお

寄せ下さい。新生・産医研の船出は今のところ順調ですが、取り

組むべき課題は山積みです。今後も皆様に見守っていただき、

期待もしていただきたいと思います。なお産医研の年度計画は

ホームページ(http://www.niih.go.jp/indexj.html)をご覧下さい。

産医研ニュース編集委員会

編集委員長斉藤進

事 務局長倉林るみい

（大谷勝己）

編集委員 大谷勝巳・小嶋 純・佐々木毅・澤田晋一

篠原也寸志・須田 恵・中島淳二

中西良文・三木圭ー・毛利一平 （五十音順）


